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実
施

日
；

平
成

２
７

年
５

月
２

日
（

土
）

 
天

候
；

快
晴

 

  
今

年
４

月
４

日
に

大
阪

の
青

木
宏

充
さ

ん
が

上
葛

川
か

ら
旧

郵
便

道
を

経
 

て
笠

捨
山

、
行

仙
宿

泊
。

翌
５

日
に

地
蔵

岳
・

香
精

山
を

経
て

２
１

世
紀

の
 

森
を

巡
視

さ
れ

た
記

録
を

拝
見

し
た

こ
と

か
ら

、
一

度
歩

い
て

み
た

い
と

い
 

う
気

持
ち

に
駆

ら
れ

、
５

月
の

連
休

の
１

日
を

利
用

し
出

か
け

た
。

 

 
ま

た
、

ガ
イ

ド
ブ

ッ
ク

と
し

て
、

新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

会
員

の
大

先
輩

で
 

あ
る

森
沢

義
信

氏
の

著
書

「
奈

良
８

０
山

」
を

参
考

に
し

た
。

 

 
新

宮
5：

0
0
発

、
十

津
川

村
滝

経
由

で
上

葛
川

の
林

道
終

点
に

6：
2
8
着

。
 

 
起

伏
の

少
な

い
山

道
を

沢
の

音
を

聞
き

な
が

ら
進

み
、

岩
間

か
ら

流
れ

落
 

ち
る

一
条

の
滝

に
7
：

3
0
着

。
 

送
電

線
巡

視
路

の
分

岐
（

2
8
鉄

塔
と

2
9
鉄

塔
の

分
岐

）
に

8
：

1
6
着

。
 

 
青

木
さ

ん
の

記
録

に
あ

る
よ

う
に

朽
ち

か
け

て
い

る
桟

橋
が

あ
る

も
の

の
、

慎
重

に
歩

け
ば

問
題

な
い

。
地

蔵
岳

へ
の

分
岐

に
8
：

2
9
着

。
石

柱
が

倒
れ

て
い

る
。
平

ら
な

箇
所

に
移

動
さ

せ
た

い
が

、
一

人
で

は
持

ち
上

げ
て

運
ぶ

こ
と

が
で

き
な

い
の

で
、
平

ら
な

石
を

石
柱

の
下

へ
あ

て
が

い
応

急
措

置
と

し
た

。
 

 
 

 
 

 
葛

川
辻

に
9
：

2
5
着

。
笠

捨
山

か
ら

下
っ

て
き

た
登

山
者

に
、
上

葛
川

の

ル
ー

ト
や

水
場

の
こ

と
に

つ
い

て
聞

か
れ

る
。

 

こ
こ

か
ら

急
登

が
始

ま
り

、
笠

捨
山

に
1
0
：

0
0
着

。
小

蝿
が

ま
と

わ
り

つ
き

、
お

に
ぎ

り
を

食
べ

よ
う

と
す

る
と

一
緒

に
口

に
入

っ
て

き
そ

う
だ

。
 

 
申

し
分

な
い

天
気

で
笠

捨
山

山
頂

か
ら

の
展

望
は

、
こ

れ
ま

で
の

笠
捨

山

登
山

の
中

で
最

高
で

あ
っ

た
。

 

 
 

笠
捨

山
山

頂
で

も
吉

野
方

面
か

ら
の

登
山

者
に

上
葛

川
へ

の
ル

ー
ト

に

つ
い

て
聞

か
れ

た
。
皆

さ
ん

ど
う

や
ら

疲
れ

が
た

ま
っ

て
き

た
様

子
で

、
地

蔵
岳

を
エ

ス
ケ

ー
プ

し
た

い
ら

し
い

。
南

奥
駈

道
中

の
難

所
で

あ
り

重
要

な

ポ
イ

ン
ト

だ
と

思
う

の
だ

が
。

山
頂

を
1
0
：

2
5
発

。
 

葛
川

辻
に

1
0
：

5
0
着

、
地

蔵
岳

へ
の

登
り

に
取

り
つ

く
。

数
組

の
軽
装

の
登

山
者

と
す

れ
違

う
。
青

木
さ

ん
及
び
当

ぐ
る

ー
ぷ

に
よ

る
連

休
前

の
点

検
巡

視
が

行
わ

れ
て

い
る

の
で

、
鎖

場
も
安
心

し
て

登
下
降

で
き

た
。

 

 
右
側

の
樹
幹

か
ら

中
八

人
山

が
見
え

る
。
数

年
前

に
藪
漕

ぎ
覚
悟

で
単
独

地蔵岳分岐の石柱 

笠捨山山頂から釈迦ヶ岳方面の展望 
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で
入

っ
た

が
、
ス
ズ
タ

ケ
が
枯

れ
て

お
り
肩

す
か

し
を
喰

ら
っ

た
記
憶

が
あ

る
。

 

地
蔵

岳
に

1
1
：

3
7
着

。
四
阿
之

宿
、

拝
返

し
、

上
葛

川
へ

の
分

岐
を
通

過
し

、
香

精
山

に
1
2
：

5
6
着

。
香

精
山

か
ら

2
5
分
程

の
と

こ
ろ

で
右

に
急

下
降

と
な

る
が

、
正

面
に

は
直

進
し

な
い

よ
う

倒
木

で
塞

が
れ

て
い

る
。

 

 
貝
吹

野
を
通
過

し
、

塔
ノ
谷
峠

（
貝
吹
金
剛

）
に

1
3
：

3
4
着

。
奥

駈
道

か
ら
別

れ
、
左
側

の
塔
ノ
谷

を
下

る
。
間
伐

さ
れ

た
谷

間
を

下
り

、
一
部

ル

ー
ト

が
不
明
瞭

な
箇

所
が

あ
る

も
の

の
、
無
事

に
集

落
に

出
る

こ
と

が
で

き

た
1
4
：

3
8
着

。
 

葛
川

上
流

に
向

か
っ

て
林

道
を

歩
い

て
い

く
と

、
今

は
営
業

さ
れ

て
い

な

い
「
民

宿
う

ら
し

ま
」

の
横

を
通

り
、

林
道

終
点

に
1
4
：

5
4
着

。
 

車
を
走

ら
せ

よ
う

と
し

た
と

き
、
沖
﨑

さ
ん

か
ら
「

行
仙

宿
管
理
棟
屋
根

の
ペ

ン
キ
塗
替
え

で
塗
料

が
不
足

し
て

い
る

の
で

、
明

日
、
行

仙
宿

に
入

る

際
に

運
ん

で
ほ

し
い

。
」

と
の

一
報

が
入

る
。

 

新
宮

下
田

の
沖
﨑

さ
ん
宅

1
6
：
4
5
着

。
ペ

ン
キ
塗
料

を
預

か
っ

た
。

今

日
は

天
候

に
も
恵

ま
れ

、
久

し
ぶ

り
に

大
峰

の
山

を
堪
能

す
る

こ
と

が
で

き

た
。

 

     


